
いけだ議会だより　No.134
平成 21 年 11 月 1 日発行 4

一 般 質 問 窪田弘子 議員

養老鉄道存続のため
　無料駐車場をふやし他町の人もOKに

　

町
内
の
３
駅
か
ら
大
垣
ま

で
１
年
定
期
は
１
４
０
、
６

２
０
円
、
養
老
鉄
道
の
大
切

な
基
礎
収
入
源
だ
。
美
濃
本

郷
駅
と
北
池
野
駅
の
東
駐
車

場
は
平
日
満
杯
、
利
用
者
増

を
は
か
る
た
め
も
っ
と
駐
車

場
を
。

 
町　

長 

　

他
町
に
先
駆
け
て
無
料
駐

車
場
の
整
備
を
し
て
き
た
の

で
養
老
鉄
道
利
用
者
が
減
っ

て
い
る
中
、
町
内
３
駅
と
も

１
割
の
乗
客
増
だ
。
今
後
も

逐
次
す
す
め
る
。

　

少
し
で
も
乗
客
を
増
や
し

た
い
時
に
「
町
外
の
方
は
ご

遠
慮
下
さ
い
」
と
い
う
駐
車

場
看
板
の
文
字
は
消
さ
れ
た

い
。

 
町　

長 

　

町
内
利
用
者
が
落
ち
着
い

た
ら
消
す
。

　

各
駅
に
鉄
道
を
支
援
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
を
公
募

で
作
り
、
駅
周
辺
を
地
域
民

が
守
る
形
に
し
た
ら
ど
う
か
。

 
町　

長 

　

そ
ん
な

組
織
が
出

来
れ
ば
大

変
あ
り
が

た
い
。
自

主
的
に

作
っ
て
も

ら
え
れ
ば
、

町
は
積
極

的
に
支
援

す
る
。

定
事
業
費
と
し
て
は

　

億
円
。
内
、
町
の

１２負
担
は
３
%
の
３
７

６
０
万
円
、
あ
と
は

国
・
県
の
負
担
。
最

終
的
に
は　

億
円
に

１５

な
る
だ
ろ
う
。

　

平
成　

年
の
災
害

１４

で
も
多
く
の
土
砂
が

出
た
が
、
今
回
は
ど

う
だ
っ
た
か
。

 
町　

長 

　
　

年
は
６
万
㎥
、
今
回
は

１４

　

万
㎥
と
大
量
だ
っ
た
。

１５今
後
に
備
え
て
堰
堤
を
造
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

復
旧
す
る
時
、
あ
ま
り
に

人
工
的
な
谷
川
よ
り
、
さ
ら

に
強
く
し
な
や
か
に
自
然
に

寄
り
添
っ
た
復
旧
を
考
え
ら

れ
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
川

幅
を
広
げ
川
底
の
土
砂
を
取

り
堤
防
を
高
く
し
、
水
量
が

多
く
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ

る
よ
う
に
。
ま
た
最
大
流
量

を
減
ら
す
た
め
遊
水
地
も
と

い
う
よ
う
に
。

 
町　

長 

　

上
流
に
堰
堤
を
た
く
さ
ん

造
り
、
下
流
の
負
担
を
無
く

し
て
い
き
た
い
。
霞
間
ヶ
渓

は
文
化
財
な
の
で
河
積
断
面

を
あ
れ
以
上
大
き
く
は
出
来

な
か
っ
た
。

　

災
害
に
そ
な
え
、
住
民
み

ず
か
ら
住
ん
で
い
る
土
地
の

特
徴
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

役
場
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

引
き
伸
ば
し
て
展
示
さ
れ
た

い
。

 
町　

長 

　

や
り
ま
す
。

美濃本郷駅の無料駐車場
平日は４２台満車、入れない車もある

　

１
年
前
の
西
濃
豪
雨
の
復

旧
工
事
が
大
津
谷
・
大
谷
・

霞
間
ヶ
渓
の
巨
大
堰
堤
な
ど

で
今
も
行
わ
れ
て
い
る
。
事

業
費
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

 
町　

長 

　

国
の
指
定
を
受
け
た
の
で

３
年
間
は
事
業
が
続
き
、
確

海津市南濃の羽根谷だんだん公園
砂防のモデルとも言われる。広い河道と、いくつも
の堰堤があばれ谷の流れを安定化した。

洪水被害を最小に抑えるために
　川の容量を大きく


